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#01 - Tanaka Shusuke

Gallery PARC Art Competition 2015

#01-Tanaka Shusuke
I'm here, and you're somewhere.

2015.6.30 tue. - 7.12 sun.

田中 秀介
Tanaka Shusuke

私はここにいて、
あなたは何処かにいます。
I'm here, and you're somewhere.

2015.6.30 ［火］ - 7.12 ［日］ 11：00～19：00
月曜日休廊 / 金曜日のみ20:00まで / 最終日のみ18:00まで

主催：ギャラリー・パルク

　Gallery PARCでは、様々なクリエイション活動へのサポートの一環として、広く展覧会企画を公募し、審査により採択された3名（組）
のプランを実施するコンペティション「Gallery PARC Art Competition」に取り組んでおり、昨年に引き続き2回目の実施となります。
2014年末からおよそ1ヶ月の募集期間に応募いただいた34のプランから、平田剛志（京都国立近代美術館研究補佐員）、山本麻友美
（京都芸術センタープログラムディレクター）の2名の審査員を交えた厳正な審査を経て採択された田中秀介、中尾美園、明楽和記の3
名による展覧会を連続で開催するもので、本展「田中秀介：私はここにいて、あなたは何処かにいます。」はその第一弾となります。

　田中秀介（たなか・しゅうすけ／1986年・和歌山生まれ）は、2009年に大阪芸術大学美術学科油画コースを卒業後、大阪・京都など
で個展やグループ展を重ねるとともに、2014年には「シェル美術賞」や「トーキョーワンダーウォール」などへの入選を重ねるなど、精力
的な活動を続けています。

　田中は『当たり前の様に過ごしている自分の生活を時間をかけて振り返り、描き出す事により 本来、人がもつ主観というものを見つめ
直したい』として、私たちが日常の時の流れの中で無自覚的に承認してしまう存在、あるいは無関心として埒外に置かれている変哲のな
いものに関心を向け、その風景（scene）を絵画として描きだします。その多くは田中の極めて個人的な「記憶」としての絵画であるとい
え、そこに私たちが共有できる具体的な風景は無いといって良いでしょう。自身が気に留めた何かを描く行為は、田中にとって自らの主観
や認識を自覚的になぞるところからはじまりますが、言い換えればそれは、なぜ自分がそこを気に留めたのかを知るための好奇心に満ち
たプロセスであるとも思えます。また、そうして掴まえた主観や認識は、絵画として色彩やストロークに置き換える行為のなかで次第に記
憶や記憶ちがい、想像、妄想、空想などが綯い交ぜとなり、全体の構造や個々の遠近感にどこか歪みを持った画面へと転じていきます。

　ここにおいて鑑賞者は、常に曖昧な認識と視覚のなかで、目の前の絵画を整合させ、そこに何かを見ようとするうち、いつしか自らの
主観や認識を自覚的になぞる行為を必要とされます。そして画面に広がる風景を目にするうちに、そこに茫漠とした場面（scene）を見
る・思い出す・想像する瞬間に出くわすことがあります。ここで田中の個人的な絵画は、いうなれば場面（scene）として認識され、鑑賞者
の内なる感情や想像を巻き込んだ情景（scene）として個別の広がりを獲得するかのようです。

　本展は田中の個人的な空間で目にした事・考えなどを発端として制作された絵画が、階段部分の展示作品を始点として、大まかな時
間軸の流れを基に構成されます。それはあくまでも「そこにいた」田中の個人的な視点からのものではありますが、同時にそれを絵画と
して認識する「あなた（私）」の存在を必然とするものでもあります。

田中 秀介 Tanaka Shusuke
【　http://shusuketanaka.jimdo.com　】

展覧会について

最近、私の家の近くでは日本一の高さのビルが建設されました。駅

の周辺は整備され、新しい商 業施設が立ち並び、元の景色は見る影

もありません。様々な事柄が更新されて行くのは世の常です があま

りの速さにその状況を未だに把握出来ずにいます。しかし、我々の

生活は止まらずに続いて 行きます。 過ぎ行く、速い生活の中で、どう

でも良いことは淘汰されて、あらゆる制約から即物的な決断をせ ざ

るを得ない状況が大きく広がっている様に思います。私自身もその

渦中にいる自覚があります。

今回の展示は、私の大まかな一日の流れから構成されています。 描

かれるものは、個人的な空間で目にした事、考えなどを発端とした

情景であり、鑑賞者にとっては 何処なのか誰なのか何事なのかは

解らないものが殆どだと思われます。しかし今一度、当たり前の様に

過ごしている自分の生活を時間をかけて振り返り、描き出す事によ

り 本来、人がもつ主観というものを見つめ直したいと思いました。 

─

statement

我々の暮らしはその土地の風土やそれに伴う環境により生活の基

盤が出来ている。また、その基盤に基づき派生し、あふれるように存

在する事物は、それらがその場所に即するように存在し、また即して

いるがために変哲もないと判断されるものになっている。言わば、こ

れらは関心を持たずしても、無自覚的に承認してしまう存在である。

制作の発端は、これらの存在に関心を向ける事から始まる。

私にとって描く事は自覚的行為であり、又これらの存在を検証する

術である。結果、その存在から先入観を解体し、その対象との新たな

遭逢、認識を提示出来ればと考えています。

─

C.V

2009 大阪芸術大学 美術学科 油画コース 卒業

個展

2013 「回想と突発のわれわれ」　 / Gallery Morning、京都
2012 「節々の往来」　 / Gallery Morning、京都
   - - 「破竹の集約」　 / room.A、大阪
2011 「香ばしい遜色 」　 / room.A、大阪
   - - 「空回る傍観」　 / Gallery Morning、京都
   - - 「Tanaka Shusuke solo exhibition」　 / Alternative Space MARU、韓国
2010 「華やかな隔たり」　 / 2kw gallery、大阪
   - - 「差し出る誤解」　 / room.A、大阪
   - - 「平穏のむきだし」　  / Gallery&Cafe E・R・I+Y、奈良
2009 「信じがたい部分」　 / Gallery Den 58、大阪

おもなグループ展 

2015 iquid section　 / 2kw gallery、大阪
   - - FACE 2015 損保ジャパン日本興亜美術賞展　 / 損保ジャパン日本興亜美術

館、東京

2014 シェル美術賞展2014　 / 国立新美術館
   - - トーキョーワンダーウォール2014 入選作品展　 / 東京都現代美術館
   - - 「まよわないために -not to stray-」　/ the three konohana、大阪
   - - CONSTELLATION 2014－星座的布置展－　/ 上野の森美術館
2013 「夜水鏡みがかず見るよー死と詩ー」　/ Gallery OUT of PLACE、奈良
   - - 有馬温泉路地裏アートプロジェクト2013　/ 有馬温泉、兵庫
   - - 「5Artist」　/ 阪急メンズ館、大阪
2012 「アート街道」　/ 神戸アートビレッジセンター
   - - 「Favorite Art view」　 / Gallery Morning、京都
   - - 〔FUKUSHIMA ART プロジェクト〕　/ 元・立誠小学校、京都
2011 「Worldmaking」　/ 2kw gallery、大阪
   - - 「Pilot Plant-昭和は遠くなりにけり」　/ CAS room.A、大阪
2010 「ART SAN DIEGO CONTEMPORARY ART FAIR 2010」　/ Hilton Hotel、San 

Diego(America)
   - - 「TASTING ART EXHIBITION」（’10・’11）　/ 阪急メンズ館、大阪
2009 「S.S.S.」　/ 大阪、Gallery Den
   - - 「サントリー賞受賞特別展 薄い皮膚」　/ サントリーミュージアム[天保山]
   - - 「Art camp 2009」　/ Gallery Yamaguchi Kunst Bau、大阪
   - - 「Tokyo wonder seeds」2009　/ トーキョーワンダーサイト、東京
   - - 「Acryl Award 2008 巡回展」　/ 東京・大阪・北海道

レジデンスプログラム

2010 「Asia Art Program] 　/ Alternative Space MARU、韓国(昌原)

受賞・入選等

2014 FACE 2015 損保ジャパン日本興亜美術賞　入選
   - - シェル美術賞　入選
   - - トーキョーワンダーウォール2014　入選
2009 第24回 ホルベイン・スカラシップ 奨学生 認定 
   - - 「Art Camp 2009」 サントリー賞 受賞
   - - Tokyo wonder seeds 2009 入選 
   - - Acryl Award 2008 入選

展示作品
※いずれも木製パネルに紙・油彩　　2015年制作

01- うたた前
02- サービスカウンター
03- 即席多義
04- 次の日
05- 迫力他人
06- 想定と想定内
07- いにしえと青年の道
08- おやじの成り際
09- 背面の成り立ち
10- 各々の面
11- 今日は七月
12- 一寸の自覚
13- あらゆるたまたま
14- 廻転の器
15- 模様替え
16- それも賑やかし
17- 突として示唆
18- 馴染み深い不詳
19- 反射の時刻
20- ばらばらの縁
21- 雨の瓜
22- つつをつつむつつ
23- こんな所もあり
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